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改革改善
の考え方

①問題
点

課題を明確にした、必要な連携を深め、会の存在意義をより高めていく必要がある。

②改革
提案

リニア中央新幹線開業を見据え、特に繋がりの深い、伊那谷三市議会との意見交換等により共有化を進める。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

関係の深い他市議会との交流を行い情報交換等することにより、円滑な運営に資することができた。また、初期の目的を達成
した中央道恵那山トンネル等議長会連絡協議会あり方について関係する市議会と協議し、方向性を確認した。

総事業費①+② 2,509 2,041 3,757 2,913

500 500

臨時職員所要時間

一般財源 721 2,041 1,969 2,913

人件費計（千円）② 1,788 1,788

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 721 2,041 1,969 2,913 H25年度から、議長会出席旅費を議会管理事
務事業から移行国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

・伊那谷三市議会連絡協議会、三遠南信地域市町村議会議長協議会及
び三遠南信、浜松三ケ日・豊橋道路建設促進議員協議会での地域課題
等の相互確認と関係機関への働きかけ
・【当番市】中央道恵那山トンネル等議長会連絡協議会を通じた、関係市
町村と連携した利用料引き下げ継続等の要望活動実施
・【当番市】広域行政圏協議会理事　関係市町村と連携
・全国市議会議長会への参加による国の情勢等に関する情報の取得
・北信越市議会議長会及び県市議会議長会を通じた地域課題解決に向
けた関係機関への働きかけ
・東海市議会議長会へのオブザーバー参加

加盟する団体 11団体
事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

・議長会等に参画することで、国県の動向等に関する情報を得て、議会活動に反映させるとともに、関係自治体との情報交換により課
題の共有化を図る。
・参画する団体を通じ、共通の地域課題解決のため関係機関への要望活動を行う。

成果
指標

議長等が参加した会議の数（「議長会報告」掲載数） 30 21 30 25

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

協働のまちづくりが進められていると感じている市民の割
合

議会 11団体

意図（どういう状態
にするか）

広域的な課題等の調査研究、情報交換とともに国県等へ
の要望ができる

目
的

対象（誰・何を） 議会

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 91 市民参画による協働の促進
基本計画上
の位置づけ

政策 9 市民と共に進める行政経営

H27担当課等名 議会事務局 H27係等名 庶務係 H26係等名 庶務係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 議長会等参画事業

会計 一般会計
53 5

事業種別 経常

9 施策№ 91 事業№


